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は
じ
め
に

　

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
九
月
、
台
北
で
『
台
湾
日
日
新
報
』

の
網
羅
的
な
閲
読
を
主
と
す
る
文
献
調
査
の
機
会
を
得
た
。
そ
の
結

果
、一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
の
佐
藤
春
夫
の
台
湾
旅
行
に
つ
い
て
、

幾
つ
か
の
新
発
見
が
あ
っ
た
。

　

台
湾
旅
行
中
、
春
夫
は
打タ

カ
オ狗
（
高
雄
）
の
歯
科
医
・
東ひ
が
し
き
い
ち

熈
市
宅
に

約
二
ヶ
月
半
（
七
月
初
旬
～
九
月
中
旬
）、
台
北
の
民
族
学
者
・
森

丑
之
助
宅
に
約
二
週
間
（
十
月
中
旬
ま
で
）
滞
在
し
た
。
打
狗
か
ら

台
北
に
至
る
台
湾
島
縦
断
の
旅
は
、
日
月
潭
・
霧
社
・
台
中
を
経
由

す
る
大
旅
行
で
、
移
動
中
の
消
息
に
つ
い
て
は
春
夫
の
諸
作
が
語
っ

て
く
れ
る
。
し
か
し
、
打
狗
と
台
北
で
の
生
活
に
つ
い
て
は
依
然
不

明
な
点
が
多
か
っ
た
。
今
回
は
そ
の
打
狗
滞
在
中
の
台
南
訪
問
と
、

台
北
で
の
行
動
に
つ
い
て
、
新
た
な
情
報
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
以
下
こ
の
二
点
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

台
南
「
酔
仙
閣
」
開
店
の
経
緯

　
　
　
　
　

―
「
酔
仙
楼
」
支
店
の
独
立

　
「
女
誡
扇
綺
譚
」（『
女
性
』
一
九
二
五
・
五
）
の
な
か
で
、
合
理
主

義
を
自
負
す
る
日
本
人
（
内
地
人
）
の
〈
私
〉
が
、
幽
霊
屋
敷
か
ら

逃
げ
出
し
た
あ
と
、
台
湾
詩
人
・
世
外
民
の
〈
迷
信
〉
を
笑
っ
て
口

論
に
な
り
か
か
る
場
面
が
あ
る
。
幽
霊
屋
敷
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は

す
で
に
論
じ
た
（
一
）。
も
う
一
つ
の
舞
台
「
酔
仙
閣
」
が
春
夫
来
南

時
に
実
在
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
稿
者
に
は
長
い
間
の
懸
案
で

あ
っ
た
。

研
究
余
滴佐

藤
春
夫
の
台
湾
滞
在
に
関
す
る
新
事
実

― 
台
南
酔
仙
閣
と
台
北
音
楽
会
の
こ
と 

―

河　

野　

龍　

也
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戦
前
の
台
南
に
は
、
現
に
「
酔
仙
閣
」
を
名
乗
る
台
湾
料
理
の
名

店
が
あ
っ
た
。
台
南
州
庁
舎
（
現
台
湾
文
学
館
）
の
玄
関
前
か
ら
西

に
延
び
る
末
広
町
（
現
中
正
路
）
の
二
丁
目
は
、
一
九
三
二
（
昭
和

七
）
年
、沿
道
が
タ
イ
ル
貼
り
の
三
層
楼
に
統
一
さ
れ
、「
台
南
銀
座
」

と
呼
ば
れ
る
盛
観
を
呈
し
て
い
た
。銀
座
通
の
東
端（
市
内
側
）角
地
、

白
金
町
（
現
忠
義
路
）
交
叉
点
に
は
、
台
南
唯
一
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
持
つ
五
層
楼
の
「
ハ
ヤ
シ
百
貨
店
」
が
あ
り
、
建
物
は
戦
時
中
の

空
爆
を
受
け
な
が
ら
今
も
モ
ダ
ン
台
南
を
偲
ば
せ
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
し
て
残
っ
て
い
る
。
一
方
、
西
門
町
（
現
西
門
路
）
に
接
す
る
西

端
角
地
に
は
、
こ
れ
と
ペ
ア
に
な
る
類
似
デ
ザ
イ
ン
の
四
層
楼
が
あ

り
、
紅
灯
を
点
じ
た
そ
の
窓
か
ら
は
夜
ご
と
に
絃
歌
の
声
が
流
れ
出

し
た
。
こ
れ
が
高
大
水
経
営
、絶
頂
期
の
爛
熟
を
迎
え
た
「
酔
仙
楼
」

の
西
門
町
店
舗
で
あ
る
。
真
杉
静
枝
は
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
春
に

こ
こ
を
訪
れ
、
官
能
的
な
旗
袍
に
身
を
包
ん
だ
芸ゲ

イ

妲ト
ア

（
歌
妓
）
た
ち

の
美
声
に
酔
い
し
れ
た
と
い
う
（
二
）。

　

問
題
は
、
こ
の
著
名
な
「
酔
仙
閣
」
が
、「
女
誡
扇
綺
譚
」
の
「
酔

仙
閣
」
と
結
び
つ
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
台
南
銀
座
」
の

成
立
前
、
こ
の
「
酔
仙
閣
」
は
は
じ
め
永
楽
町
三
丁
目
一
二
番
地
に

店
舗
を
構
え
て
い
た
。
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
元
旦
の
『
台
南

新
報
』
年
賀
広
告
に
よ
れ
ば
、
経
営
者
は
高
得
、
二
百
名
以
上
の
宴

会
が
可
能
だ
っ
た
と
言
う
か
ら
、
か
な
り
大
規
模
な
店
舗
で
あ
る
。

さ
ら
に
翌
年
の
年
賀
広
告
で
は
、
経
営
者
が
高
金
溪
に
変
更
さ
れ
、

三
七
二
番
の
電
話
番
号
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
永
楽

町
店
舗
は
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
九
月
、
台
南
警
察
署
か
ら
危

険
家
屋
と
認
定
さ
れ
、
翌
年
三
月
ま
で
に
改
築
ま
た
は
移
転
す
る
よ

う
命
じ
ら
れ
た
。「
酔
仙
閣
」
の
所
在
地
が
、
三
〇
（
昭
和
五
）
年

以
降
の
商
工
録
で
明
治
町
三
丁
目
一
六
六
番
地
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
こ
の
命
令
に
従
っ
て
店
舗
を
移
転
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ

う
。
経
営
者
も
こ
の
時
か
ら
高
大
水
に
変
わ
っ
て
い
る
。
や
が
て

三
二
（
昭
和
七
）
年
に
「
台
南
銀
座
」
が
新
造
さ
れ
る
と
、七
月
「
酔

仙
閣
」
は
こ
の
目
抜
き
通
り
の
目
立
つ
一
角
に
打
っ
て
出
た
（
三
）。

　

ち
な
み
に
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
の
商
工
録
で
は
、「
酔
仙

閣
」
の
営
業
税
納
税
額
は
二
七
〇
円
三
〇
銭
。
こ
れ
は
「
宝
美
楼
」

の
二
五
二
円
六
〇
銭
、「
西
薈
芳
」
の
二
〇
七
円
六
〇
銭
を
引
き
離

し
て
、「
台
湾
料
理
店
」の
種
目
で
は
ト
ッ
プ
で
あ
る
。「
日
本
料
理
店
」

を
含
め
て
も
、
五
〇
一
円
六
〇
銭
の
鶯
遷
閣
、
三
一
〇
円
五
六
銭
の

小
梅
園
に
つ
ぐ
第
三
位
で
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
が
偲
ば
れ
る
（
四
）。

納
税
額
の
推
移
を
見
る
と
、三
〇
（
昭
和
五
）
年
版
で
は
二
八
八
円
、

三
二
（
昭
和
七
）
年
版
で
は
二
九
三
円
と
、
年
々
右
肩
上
が
り
の
成

長
を
続
け
る
順
調
な
経
営
ぶ
り
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
こ
の
「
酔
仙
閣
」
の
創
業
年
代
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の

商
工
録
が
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
と
記
載
し
て
い
る
こ
と
が
、

悩
み
の
種
で
あ
っ
た
。
一
度
は
春
夫
訪
問
説
を
示
唆
し
た
稿
者
も
、

こ
の
資
料
の
発
見
に
よ
っ
て
、
結
論
を
留
保
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
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て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
今
回
、『
台
湾
日
日
新
報
』「
地
方
近

事
（
台
南
）」
欄
か
ら
、
幸
い
に
も
次
の
記
事
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
た
。
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
、
春
夫
来
南
の
約
三
か
月
後
の
記

事
で
あ
る
。

　

▲	

台
湾
軽
鉄
総
会　

台
湾
軽
鉄
株
式
会
社
に
て
は
二
十
七
日
市
内

永
楽
町
三
丁
目
酔
仙
閣
に
於
て
第
八
回
定
時
株
主
総
会
を
開
き

引
続
き
正
午
よ
り
午
餐
会
を
催
ほ
す
と

（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
二
〇
・
一
一
・
二
八
、四
面
）

　

ま
た
、台
湾
総
督
府
図
書
館
旧
蔵
書
（
現
国
立
台
湾
図
書
館
所
管
）

に
含
ま
れ
て
い
た
大
正
中
期
の
商
工
録
（
鈴
木
常
良
編
『
台
湾
商
工

便
覧　

第
一
版
』
一
九
一
八
・
一
〇
、
台
湾
新
聞
社
）
に
は
、
次
の

よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

　
　

酔
仙
楼　

台
南
市
本
町
三
丁
目
（
電
一
四
二
）

　
　
　

支
店　

永
楽
町
一
丁
目
（
電
三
七
二
）

　
　
　
　
　
　

店
主　

唐
大
漢

（
第
二
編
二
五
三
頁
）（
五
）

　

電
話
番
号
の
三
七
二
番
か
ら
、こ
の「
酔
仙
楼
」支
店
は
、「
酔
仙
閣
」

の
前
身
に
あ
た
る
店
舗
と
考
え
て
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。
引
用
中

に
永
楽
町
一
丁
目
と
あ
る
の
は
、
け
だ
し
三
丁
目
の
誤
り
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
頃
の
台
南
地
図
を
見
る
と
、
永
楽
町
の
一
丁
目
と
三
丁

目
が
逆
に
記
載
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
り
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年

の
町
名
改
正
公
布
後
に
何
ら
か
の
混
乱
が
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
。

　
「
酔
仙
楼
」
支
店
誕
生
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
台
湾
日
日
新
報
』

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
の
漢
文
欄
に
興
味
深
い
報
道
が
あ
る
。

　  

◎	

酒
樓
競
爭　

臺
南
市
內
酒
樓
。
以
竹
仔
街
醉
仙
樓
爲
第
一
。
此

次
又
買
收
外
宮
後
街
花
樓
。
改
營
支
店
。
因
恐
同
街
水
仙
樓
與

之
競
爭
顧
客
。
竝
設
計
向
該
樓
厝
主
。
加
稅
租
借
。
厝
主
許
之
。

遂
亦
歸
其
掌
握
。
該
樓
主
唐
學
如
心
甚
不
甘
。
乃
與
寶
美
樓
主

肅
宗
漢
及
市
內
紳
商
數
名
。向
王
麗
生
租
出
該
街
勝
發
號
故
址
。

卽
在
醉
仙
樓
支
店
對
面
重
新
整
頓
。
將
改
築
三
層
樓
。
取
名
西

薈
芳
目
下
正
興
工
建
築
云
。

	

　
　
　
　
（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
一
三
・
七
・
一
七
、六
面
）

　

約
言
す
れ
ば
、
市
内
竹
仔
街
（
の
ち
本
町
三
丁
目
）
の
酒
楼
「
酔

仙
楼
」
が
、
外
宮
後
街
（
の
ち
永
楽
町
三
丁
目
）
に
支
店
を
出
す
に

あ
た
り
、
同
地
の
商
売
敵
「
水
仙
楼
」
の
建
物
を
家
主
と
の
直
接
交

渉
で
強
引
に
借
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
。こ
の
処
置
を
不
服
と
し
た「
水

仙
楼
」
の
店
主
・
唐
学
如
は
、
同
業
「
宝
美
楼
」
お
よ
び
資
産
家
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の
協
力
を
得
て
、「
酔
仙
楼
」
対
面
に
新
た
な
酒
楼
の
開
店
を
計
画
。

そ
の
名
を
「
西
薈
芳
」
と
し
、
建
物
を
改
築
し
て
三
層
楼
に
し
よ
う

と
し
た
。

　

人
々
の
耳
目
を
聳
動
し
た
こ
の
「
酒
樓
競
爭
」
に
は
続
報
が
あ
る
。

  

◎	

酒
樓
開
張　

臺
南
市
牛
磨
後
街
唐
學
如
。前
募
集
股
資
數
千
金
。

就
外
宮
後
街
勝
發
號
故
址
。
重
新
建
築
三
層
樓
。
其
初
計
劃
木

造
。
嗣
因
當
局
恐
有
危
險
之
虞
。
命
改
砌
以
雁
齒
磚
。
目
下
工

事
已
將
吿
竣
。
不
日
開
張
酒
館
。
取
名
西
薈
芳
。
現
正
準
備
一

切
將
來
與
竹
仔
街
辭（

醉
）仙

樓
及
支
店
。
當
不
免
競
攀
顧
客
也
。	

（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
一
三
・
一
一
・
六
、六
面
）

  

◎	

酒
館
開
張　

臺
南
市
牛
磨
後
街
唐
學
如
。
與
本
島
猖（
娼
）

藔
主
鄭
天

德
、
陳
登
榮
、
謝
相
、
曾
温
、
謝
氏
銀
等
。
合
資
經
營
酒
館
於

外
宮
後
街
。
取
名
西
薈
芳
。
其
設
備
經
已
完
成
擇
十
二
日
開
張
。

聞
鄭
等
向
本
島
貸
座
敷
組
合
。
借
出
金
一
千
圓
。
往
北
購
買
花

枝
。
前
來
款
客
。
於
陪
酒
而
外
。
別
有
所
圖
云

		


（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
一
三
・
一
二
・
一
四
、六
面
）

　
「
西
薈
芳
」
は
当
初
木
造
で
改
築
す
る
計
画
だ
っ
た
が
、
当
局
か

ら
危
険
性
の
指
摘
を
受
け
て
煉
瓦
造
に
変
更
。
一
九
一
三（
大
正
二
）

年
一
二
月
一
二
日
に
開
店
し
た
。
経
営
に
は
娼
寮
（
台
湾
遊
廓
）
が

参
画
し
て
お
り
、「
本
島
人
貸
座
敷
組
合
」
か
ら
借
金
し
て
台
北
の

芸
妲
（
北
妓
）
を
招
い
た
ほ
か
、
接
客
に
も
特
別
な
趣
向
を
凝
ら
し

て
い
る
と
言
う
。
次
の
記
事
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
地
元
遊
廓
と
気

脈
を
通
じ
た
「
西
薈
芳
」
は
、
花
代
を
廉
く
抑
え
た
こ
と
で
、
富
貴

の
家
の
子
弟
達
が
続
々
と
押
し
寄
せ
る
人
気
店
と
し
て
好
調
に
滑
り

出
し
た
の
で
あ
る
。

　

本
来
、
外
宮
後
街
の
独
占
を
狙
っ
て
い
た
「
酔
仙
楼
」
の
店
主
唐

大
漢
が
、
自
分
の
店
先
で
ラ
イ
バ
ル
店
が
繁
盛
す
る
様
子
を
見
て

黙
っ
て
い
る
は
ず
が
な
い
。

　  

◎	

旗
亭
鬪
勝　

臺
南
市
外
宮
後
街
西
薈
芳
旗
亭
。
經
已
開
張
矣
。

其
陪
席
藝
妓
。
與
開
仙
宮
街
寶
美
樓
。
及
本
島
人
貸
座
敷
聯
絡
。

減
收
買
笑
資
金
。
以
故
五
陵
年
少
。
趨
之
若
鶩
。
而
同
街
醉
仙

樓
支
店
。
亦
思
出
奇
制
勝
。
修
整
其
門
面
。
擴
張
其
席
次
。
租

出
隔
鄰
太
興
隆
樓
上
兩
進
。
鑿
壁
安
門
。
聯
爲
一
氣
。
大
加
修

餝
。
宴
會
可
容
二
十
餘
席
。
其
門
面
亦
將
改
張
西
洋
式
。
雇
二

老
口
街
湯
川
鹿
造
爲
之
麭
建
。
工
資
豫
按
二
百
數
十
圓
現
正
著

手
。
將
來
必
有
壯
麗
可
觀
。
二
比
競
爭
。
不
知
何
所
底
止
也
。

		


（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
一
三
・
一
二
・
三
〇
、四
面
）

　
「
酔
仙
楼
」
支
店
は
「
西
薈
芳
」
の
活
況
を
見
る
や
、
そ
の
対
抗

手
段
と
し
て
、
隣
家
二
階
の
二
室
を
借
り
、
内
部
で
繋
げ
て
二
十
余
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席
の
宴
会
が
可
能
な
大
部
屋
に
改
造
。
正
面
玄
関
も
西
洋
式
に
改
築
す
る
こ
と
で
事
業
拡

大
を
図
っ
た
。
工
費
予
算
二
百
数
十
円
。
請
負
人
は
「
湯
川
組
」（
建
設
業
）
組
頭
の
湯

川
鹿
造
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
酔
仙
楼
」
支
店
と
「
西
薈
芳
」
と
の
顧
客
獲
得
競
争
は
壮
烈
な
も
の
で
、

巷
間
の
話
題
と
も
な
っ
て
い
た
。
そ
の
主
人
公
・
唐
大
漢
は
、
清
末
に
福
州
か
ら
台
湾
に

渡
り
、
も
と
鳳
山
県
衙
門
の
厨
房
に
勤
め
て
い
た
料
理
人
で
あ
る
。
台
湾
割
譲
時
に
台
南

に
移
り
、
竹
仔
街
に
茶
館
を
経
営
し
た
が
、
の
ち
借
財
し
て
料
理
店
（
酔
仙
楼
）
を
開
業
。

利
益
を
上
げ
る
と
支
店
（
外
宮
後
街
）
及
び
餅
舗
を
起
し
て
事
業
の
拡
大
に
努
め
た
。
し

か
し
ほ
ど
な
く
病
臥
し
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
冬
に
死
去
す
る
と
、
店
は
邱
氏
の
手

か
ら
（
六
）、
王
象
へ
、
そ
し
て
蔡
才
へ
と
転
売
が
続
き
、
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
は
経

営
再
建
が
図
ら
れ
る
（
七
）。
が
、
も
は
や
過
去
の
栄
光
を
取
り
戻
す
す
べ
も
な
く
姿
を
消

し
た
。

　

こ
の
経
緯
か
ら
す
る
と
、「
酔
仙
楼
」
支
店
が
本
店
か
ら
独
立
し
て
「
酔
仙
閣
」
と
な

る
の
は
、
店
主
・
唐
大
漢
没
後
、
店
舗
が
売
り
出
さ
れ
、
経
営
者
が
変
わ
っ
て
い
く
さ
な

か
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
歴
史
あ
る
本
店
は
如
上
の
よ
う
に
没
落
し
た
が
、

か
つ
て
の
支
店
は
人
手
に
渡
り
な
が
ら
も
生
き
残
り
、「
西
薈
芳
」「
宝
美
楼
」
と
と
も
に

モ
ダ
ン
台
南
の
一
シ
ー
ン
を
演
出
す
る
巨
大
料
理
店
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
。

　
「
酔
仙
楼
」
支
店
の
招か

ん
ば
ん牌

が
い
つ
「
酔
仙
閣
」
に
掛
け
替
え
ら
れ
た
の
か
、
厳
密
な
と

こ
ろ
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
な
い
。
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
商
工
録
で
旧
名
を
保
っ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
（
た
だ
し
、
前
年
没
し
た
唐
大
漢
の
名
も
見
え
る
か
ら
、
一
八

〈
大
正
七
〉
年
の
第
一
版
の
流
用
か
も
知
れ
な
い
）（
八
）、改
名
は
同
年
中
か
二
〇
（
大
正
九
）

年
の
こ
と
と
見
て
よ
い
。
佐
藤
春
夫
が
陳
聰
楷
に
連
れ
ら
れ
て
置
酒
し
た
旗
亭
に
「
酔
仙

　日本軍台南入城直後の西門外。西門上より西方を望む。中央が外宮後街、中央右寄
りの旗棹が水仙宮、遠景左方が安平、遠景右方が「廠仔」附近。（陸地測量部『台湾諸
景写真帖』1895.10.25 撮影、国立国会図書館蔵）
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閣
」の
招
牌
が
か
か
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、そ
れ
は
独
立
経
営
に
な
っ

て
か
ら
間
も
な
い
、
か
つ
て
の
「
酔
仙
楼
」
支
店
だ
っ
た
こ
と
に
な

る
。「
西
薈
芳
」
と
の
競
争
過
程
で
玄
関
は
豪
華
な
西
洋
風
に
改
造

さ
れ
た
も
の
の
、
建
物
自
体
は
旧
時
代
の
花
館
・
商
店
の
再
利
用
で

あ
り
、「
玉ゲ

フ
ュ
ア

葉
仔
」
を
は
じ
め
と
す
る
歌
妓
た
ち
の
絃
歌
の
な
か
に
、

繁
栄
し
た
か
つ
て
の
港
町
の
幻
影
を
呼
び
覚
ま
す
こ
と
も
で
き
た
だ

ろ
う
。

　

こ
の
店
が
あ
っ
た
永
楽
町
三
丁
目
（
旧
外
宮
後
街
）
は
、「
禿ク

ッ
タ
ウ
カ
ン

頭
港
」 

の
幽
霊
屋
敷
に
擬
せ
ら
れ
た
造
船
廠
「
廠チ
ョ
ン
ア仔
」（
入
船
町
二
丁
目
・

旧
新
港
墘
街
）
の
跡
か
ら
市
内
に
戻
る
道
筋
に
あ
た
る
。「
女
誡
扇

綺
譚
」
の
さ
り
げ
な
い
場
面
転
換
は
、
現
実
の
台
南
に
お
け
る
地
理

関
係
に
忠
実
に
対
応
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

台
北
音
楽
会
の
こ
と

　
　
　
　

― 

春
夫
の
飛
び
入
り
講
演

　

台
北
滞
在
時
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
「
奇
談
」（『
女
性
』

一
九
二
八
・
一
、
の
ち
「
日
章
旗
の
下
に
」
と
改
題
）
か
ら
わ
ず
か

に
そ
の
片
鱗
が
窺
わ
れ
る
程
度
で
、
詳
し
い
状
況
は
春
夫
の
著
作
に

は
現
れ
て
こ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、春
夫
滞
在
中
の
『
台
湾
日
日
新
報
』

紙
面
に
次
の
よ
う
な
足
跡
が
残
さ
れ
て
い
た
。
一
九
二
〇（
大
正
九
）

年
一
〇
月
二
日
、
春
夫
は
鉄
道
ホ
テ
ル
で
催
さ
れ
た
音
楽
会
に
参
加

し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
即
席
の
講
演
ま
で
行
っ
て
い
た
と
言
う
の
で
あ

る
。

  

●	

南
方
芸
術
社
の
音
楽
会

	

▽
一
昨
夜
鉄
道
ホ
テ
ル
に
て
立
錐
の
地
な
き
盛
況
0

南
方
芸
術
社
が
機
関
雑
誌
『
南
方
芸
術
』
の
創
刊
披
露
を
兼
ね
、

同
社
の
事
業
た
る
趣
味
向
上
の
鼓
吹
の
為
、
同
社
主
催
の
下
に

一
昨
夜
午
後
七
時
半
よ
り
鉄
道
ホ
テ
ル
に
於
て
音
楽
会
を
催
し

た
る
が
久
方
振
の
音
楽
会
の
こ
と
ゝ
て
頗
る
盛
会
満
場
立
錐
の

地
な
き
ほ
ど
の
大
入
で
あ
つ
た
、
緒
方
武
蔵
君
の
開
会
辞
に
始

ま
り
予
定
の
番
組
を
終
へ
武
井
雪
三
君
の
閉
会
辞
で
午
後
十
時

半
頃
散
会
し
た
尚
番
組
以
外
に
最
近
来
台
し
た
佐
藤
春
夫
君
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

壇
に
立
ち
一
場
の
講
演
を
試
み
ら
れ
た
の
は
実
に
意
外
の
収
穫

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
つ
た

0

0

0

0

巧
妙
な
る
音
楽
に
酔
つ
た
聴
衆
は
一
曲
終
る
毎
に
急

霰
の
拍
手
を
惜
ま
ず
静
か
な
初
秋
の
夜
を
か
く
し
て
歓
楽
の
清

趣
に
更
か
し
た
こ
と
に
満
足
し
て
三
々
五
々
家
路
に
急
い
だ

（『
台
湾
日
日
新
報
』一
九
二
〇
・
一
〇
・
四
、五
面
。傍
点
河
野
）

　

ち
な
み
に
こ
の
音
楽
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
数
日
前
の
同
紙
に
次

の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
長
く
な
る
が
、
一
つ
の
資
料
と
し
て

全
文
を
引
用
す
る
。
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●	
南
方
芸
術
社
の
音
楽
会

	
▽
十
月
二
日
午
後
六
時
よ
り
鉄
道
ホ
テ
ル
に
於
て

最
近
当
地
に
生
れ
た
る
南
方
芸
術
社
は
文
芸
雑
誌
『
南
国（

方
）芸

術
』

と
称
す
る
百
五
十
頁
の
雑
誌
を
隔
月
に
発
行
す
る
こ
と
に
な
り

こ
の
創
刊
号
は
本
月
発
行
す
る
由
な
る
が
同
社
は
尚
芸
術
的
趣

味
の
向
上
を
図
る
為
め
音
楽
会
其
他
趣
味
の
会
合
を
時
々
催
す

こ
と
ゝ
し
第
一
著
と
し
て
明
二
日
午
後
六
時
よ
り
左
記
の
番
組

に
て
音
楽
会
を
開
催
す
る
に
付
同
好
者
は
奮
つ
て
来
聴
さ
れ
た

し
と
の
事
な
り
／
□
三
部
合
唱　

下
村
千
里
氏
、（
イ
）秋
の
哀（
ラ

マ
ン
）
菅
沼
三
郎
氏
、（
ロ
）
雷
雨
行
（
英
国
民
謡
）
速
水
和
彦

氏
／
□
ピ
ア
ノ
聯
弾　

玉
崎
か
つ
子
嬢（
イ
）イ
ン
タ
ー
メ
ゾ
ル
ー

ゼ
（
フ
ラ
ン
ク
作
）
玉
崎
は
る
子
嬢
、（
ロ
）
ト
ラ
ヴ
ア
ト
ー
ア

中
の
ア
ン
ヴ
イ
ル
コ
ー
ラ
ス
（
ヴ
ア
ー
デ
ー
作
）
／
□
マ
ン
ド

リ
ン
合
奏
（
第
一
マ
ン
ド
リ
ン
）
渡
辺
浩
、（
イ
）
エ
ル
ミ
ヤ
（
マ

ズ
ル
カ
）
安
東
正
五
氏
、（
ロ
）
老
爺
の
思
ひ
出
（
ミ
ヌ
エ
ッ
ト
）

（
第
二
マ
ン
ド
リ
ン
）
菅
沼
三
郎
氏
、中
村
博
氏
、下
村
千
里
氏
（
ピ

ア
ノ
）
小
出
研
一
氏
／
□
ピ
ア
ノ
独
奏　

岡
村
つ
ね
子
嬢
、
ソ
ナ

チ
ー
ネ
（
ク
レ
メ
ン
チ
ー
作
）
／
□
ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
独
奏　

張
福

興
氏
、（
イ
）
シ
ン
プ
ル
ア
ヴ
ユ
ー
（
ト
ー
マ
ス
作
）（
ロ
）
メ
ロ

デ
ー
イ
ン
エ
フ
（
リ
ー
ビ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
作
）
／
□
二
部
合
唱　

下
村
千
里
氏
、
ラ
イ
フ
ド
リ
ー
ム
イ
ズ
オ
ア
イ
速
水
和
彦
氏
／
□

ピ
ア
ノ
独
奏　

玉
崎
は
る
子
嬢
、フ
ラ
ワ
ー
ソ
ン
グ
（
ラ
ン
ケ
作
）

／
□
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
、
マ
ン
ド
リ
ン
、
ホ
タ
合
奏　

館
野
み
ち
子
嬢
岡
本
光
枝
夫
人
、
浅
原
静
枝
嬢
、
山
田
静
枝
嬢
、

横
毛
梅
子
嬢
、
神
谷
花
子
夫
人
、
神
谷
鋭
太
郎
氏
、（
イ
）
越
後

獅
子（
ロ
）ジ
ヤ
パ
ニ
ー
ズ
ド
ー
ル
／
□
講
演　

一
条
慎
三
郎
氏
、

音
楽
に
就
て（
約
卅
分
）／
□
ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
独
奏　

李
明
家
氏
、

（
イ
）
ベ
ル
ソ
ー
ス
（
ゴ
ダ
ー
ド
作
）（
ロ
）
ロ
ン
ド
（
ス
テ
イ
ベ

ル
作
）／
□
オ
ー
ガ
ン
独
奏　

久
木
田
夫
人（
イ
）夢
想
の
曲（
シ

ユ
ー
マ
ン
作
）（
ロ
）
シ
シ
リ
ア
ノ
（
バ
ー
ゴ
レ
ン
作
）
／
□
男

声
独
唱　

速
水
知（

和
）彦
氏
、
バ
イ
デ
ン
グ
レ
ナ
テ
イ
ア
（
シ
ユ
ウ
マ

ン
作
）
／
□
ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
独
奏　

赤
尾
寅
吉
氏
／
□
上
低
音

読
唱　

ガ
ム
氏
、
ア
ブ
セ
ン
ト
（
メ
ト
カ
ー
フ
作
）
／
□
ピ
ア

ノ
独
奏　

ガ
ム
夫
人
、ヴ
オ
ル
ス
ト
リ
ス
テ
（
ジ
ベ
リ
ユ
ー
ス
作
）

／
□
マ
ン
ド
リ
ン
合
奏　

ソ
グ
ノ
ロ
ゼ
オ
（
ポ
ル
カ
）
／
第
一
マ

ン
ド
リ
ン　

渡
辺
浩
氏
、
安
東
正
五
氏
、
菅
沼
三
郎
氏
／
第
二

マ
ン
ド
リ
ン　

中
村
博
氏
、
下
村
千
里
氏
／　

ピ
ア
ノ　

小
出

研
一
氏
／
他
に
台
北
音
楽
家
連
で
今
度
初
め
て
出
来
た
演
奏
者

二
十
二
氏
の
管
絃
楽
『
カ
ル
カ
ツ
タ
』
を
も
上
演
す
る
因
に
入
場

希
望
者
は
左
記
の
人
々
に
申
込
れ
た
し
／　

緒
方
武
蔵（
駅
伝
社
）

速
水
和
彦
、
白
男
川
敬
蔵
（
鉄
道
部
）
武
井
雪
三
（
主
計
課
）
井

手
俊
次
郎（
医
院
）秋
沢
烏
川（
法
務
部
）西
口
紫
溟（
台
湾
新
聞
）

西
岡
塘
翠
（
台
銀
）

（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
二
〇
・
一
〇
・
二
、四
面
）
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こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
音
楽
会
の
世
話
人
と
し
て
台
湾
新
聞
社

の
西
口
紫
溟
の
名
が
見
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
西
口
紫
溟
は
本
名

進
卿
。
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
四
月
、
台
湾
新
聞
社
台
北
支
局

編
集
局
に
入
社
。
二
二
（
大
正
一
一
）
年
四
月
、
門
司
新
聞
編
集

長
と
し
て
招
か
れ
る
ま
で
、
台
湾
新
聞
新
歌
壇
の
選
者
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。
文
芸
雑
誌
『
人
形
』（
一
八
・
六
創
刊
）、『
南
方
芸
術
』

（
二
〇
・
一
〇
創
刊
）
の
編
集
に
携
わ
り
、
台
湾
時
代
に
は
歴
史
物
語

『
南
国
物
語
』（
二
〇
・
二
、人
形
社
）、歌
集『
南
の
国
の
歌
』（
二
〇
・
八
、

人
形
社
）の
著
書
が
あ
る
。
内
地
帰
還
後
は
プ
ラ
ト
ン
社
の
雑
誌『
苦

楽
』
編
集
長
や
郷
土
雑
誌
『
博
多
余
情
』
の
出
版
社
長
を
務
め
た
人

物
で
あ
る
。

　

こ
の
西
口
紫
溟
は
、
後
年
「
佐
藤
春
夫
と
の
交
遊
」
と
題
す
る
文

章
の
な
か
で
、
春
夫
の
台
湾
旅
行
に
触
れ
て
い
る
。〈
大
正
九
年
の

六
月
、
私
は
佐
藤
春
夫
と
共
に
東
勢
角
か
ら
蕃
山
に
入
っ
た
。
阿
里

山
へ
も
行
っ
た
。
同
行
一
ヶ
月
、
タ
イ
ヤ
ル
、
ブ
ヌ
ン
、
ア
ミ
族
な

ど
の
住
む
山
々
を
踏
破
し
、
台
南
、
高
雄
、
そ
し
て
我
鸞
鼻
ま
で
行

を
共
に
し
た
〉〈
高
雄
の
尼
寺
で
泊
っ
た
〉〈
彼
か
ら
懇
望
さ
れ
て
、

基
隆
か
ら
支
那
福
建
省
ま
で
案
内
さ
せ
ら
れ
た
〉〈
特
に
「
女
誡
扇

綺
譚
」
は
、
私
が
彼
を
台
南
へ
案
内
し
て
、
ア
ン
ピ
ン
や
ゼ
イ
ラ
ン

ジ
ャ
城
に
つ
れ
て
行
っ
た
時
の
こ
と
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
て
、
あ

の
中
に
彼
の
友
人
苦（

若
）き

世
外
民
と
し
て
登
場
す
る
の
は
私
の
こ
と
で

あ
る
〉（
九
）
な
ど
の
回
想
は
、
事
実
と
相
違
す
る
部
分
が
多
く
そ
の

ま
ま
鵜
呑
み
に
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
当

時
台
湾
総
督
府
総
務
長
官
の
任
に
あ
り
、
同
郷
和
歌
山
の
出
身
者
と

し
て
春
夫
の
旅
行
に
庇
護
を
与
え
た
下
村
宏
（
号
・
海
南
）
は
、
西

口
の
歌
人
仲
間
と
し
て
彼
の
著
書
『
南
国
物
語
』
に
序
文
を
寄
せ
て

い
る
し
、
春
夫
の
厦
門
旅
行
が
台
湾
新
聞
か
ら
原
稿
料
を
前
借
り
し

て
実
行
さ
れ
た
こ
と
も
分
か
っ
て
い
る
（
一
〇
）。
こ
の
こ
と
か
ら
す

る
と
、
西
口
の
回
想
は
全
く
根
拠
が
な
い
も
の
と
し
て
一
蹴
し
去
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
春
夫
は
、
一
〇
月
二
日
の
夜
、
鉄

道
ホ
テ
ル
で
西
口
と
顔
を
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
。
こ
の
音
楽
会
も
、
厦
門
旅
行
の
件
で
台
湾
新
聞
社
に
借
り
を
持

つ
春
夫
が
、
西
口
か
ら
誘
わ
れ
た
の
で
出
か
け
、
ま
た
西
口
の
要
請

が
あ
っ
た
の
で
講
演
を
行
っ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

と
こ
ろ
で
、
飛
び
入
り
参
加
で
行
っ
た
春
夫
の
講
演
と
は
い
か
な

る
内
容
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
年
後
、
こ
の
音
楽
会
の

一
夜
の
こ
と
を
記
憶
し
て
い
た
宮
崎
震
作
と
い
う
人
物
が
、『
台
湾

日
日
新
報
』
紙
上
に
次
の
よ
う
な
投
稿
を
し
て
お
り
、
九
〇
年
以
上

経
っ
た
今
と
な
っ
て
は
と
り
わ
け
貴
重
な
当
夜
の
消
息
を
伝
え
て
く

れ
て
い
る
。

　

は
が
き
随
筆　

佐
藤
春
夫
と
南
方
芸
術

　

大
正
九
年
頃
だ
つ
た
と
思
ふ
。『
南
方
芸
術
』
と
云
ふ
同
人
雑
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誌
が
台
北
で
発
行
さ
れ
て
、
そ
の
記
念
講
演
会
の
や
う
な
も
の
が

鉄
道
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。
同
人
の
顔
ぶ
れ
は
忘
れ
て
し
ま
つ
た

が
、
西
口
紫
溟
と
云
ふ
人
は
確
か
に
其
一
人
だ
つ
た
。
そ
れ
か
ら

速
水
和
彦
さ
ん
が
何
か
独
唱
を
や
ら
れ
た
や
う
に
思
ふ
。
佐
藤
春

夫
の
講
演
の
あ
つ
た
の
も
、
多
分
そ
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時

十
九
の
少
年
だ
つ
た
僕
は
、素
よ
り
武
者
小
路
実
篤
の
崇
拝
者
で
、

佐
藤
春
夫
は
余
り
好
き
で
な
か
つ
た
。
然
し
渡
台
後
間
も
な
い
に

余
り
に
も
乾
燥
無
味
な
台
北
の
空
気
に
早
く
も
厭
気
の
さ
し
て
ゐ

た
僕
に
は
、
佐
藤
春
夫
が
来
た
と
云
ふ
事
は
確
か
に
嬉
し
い
こ
と

で
は
あ
つ
た
。
ど
ん
な
講
演
だ
つ
た
か
全
然
記
憶
に
な
い
が
、
た

だ
一
つ
、
自
分
は
時
々
世
の
中
が
い
や
に
な
る
が
、
そ
の
時
は
ぢ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

き
逃
げ
出
し
て
旅
を
す
る
こ
と
に
し
て
ゐ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

…
…
云
々
と
云
ふ
言

葉
と
、
そ
れ
か
ら
佐
藤
さ
ん
が
さ
う
云
つ
た
時
に
僕
の
前
に
ゐ
た

男
が
無
遠
慮
に
笑
ひ
出
し
た
事
だ
け
を
憶
え
て
ゐ
る
。

中
研　

宮
崎
震
作

（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
九
・
五
・
二
六
、六
面
。
傍
点
河
野
）

　

数
え
年
二
十
九
の
佐
藤
春
夫
が
東
熈
市
に
連
れ
ら
れ
て
台
湾
に

や
っ
て
き
た
の
は
、
家
庭
生
活
の
不
和
と
、
畏
友
・
谷
崎
潤
一
郎
の

妻
・
千
代
に
対
す
る
禁
断
の
思
い
を
持
て
あ
ま
し
て
の
逃
避
行
の
意

味
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
引
い
た
一
聴
衆
の
証
言
は
、
放
浪
紀
行
の
つ

も
り
で
台
湾
を
旅
し
て
い
た
春
夫
の
当
時
の
憂
悶
を
よ
く
伝
え
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
春
夫
の
発
言
を
軽
妙
な
冗
談
と
思
っ
て
笑
い

出
し
た
男
に
対
し
、
十
九
歳
の
少
年
は
〈
無
遠
慮
〉
な
も
の
を
感
じ

取
っ
た
。
春
夫
の
声
音
の
う
ち
に
籠
る
深
刻
な
翳
り
を
読
み
取
っ
た

か
ら
こ
そ
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
十
九
年
の
月
日
を
経
て
も
忘
れ
得
ぬ

記
憶
と
し
て
、
こ
の
一
場
の
光
景
が
宮
崎
の
脳
裡
に
蘇
っ
て
き
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

佐
藤
春
夫
と
西
口
紫
溟
、
ま
た
台
湾
新
聞
社
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
引
き
続
き
追
尋
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

註
一	

拙
稿
「
佐
藤
春
夫
「
女
誡
扇
綺
譚
」
と
港
の
記
憶 

―
再
説
・

禿
頭
港
と
酔
仙
閣

―
」（『
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年

報
』
二
〇
一
三
・
三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

二	

真
杉
静
枝
『
南
方
紀
行
』（
一
九
四
一・
六
、
昭
和
書
房
、
一
五
六

～
六
一
頁
）。

三	

商
工
録
の
記
述
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
註
一
を
参
照
さ
れ
た
い
。

以
下
、「
酔
仙
閣
」
の
店
舗
情
報
に
関
し
て
特
に
註
記
の
な
い
も

の
も
同
様
。

四	

栗
田
政
治
編
『
昭
和
二
年
台
湾
商
工
名
録
』（
一
九
二
七
・
八
、
台

湾
物
産
協
会
、
一
〇
八
〇
～
二
頁
）。

五	
鈴
木
常
良
編
『
台
湾
商
工
便
覧　

第
二
版
』（
一
九
一
九
・
一
一
、

台
湾
新
聞
社
、
第
四
編
三
二
三
頁
）
に
も
、
全
く
同
様
の
記
載
が
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あ
る
。

六	
「
雪
白
梅
香
」
欄
（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
一
八
・一
二・
六
、六
面
）

及
び
「
來
函
照
掲
」
欄
（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
一
八
・
一
二
・ 

二
八
、六
面
）
の
各
投
稿
文
に
よ
る
。

七	

「
酔
仙
楼
維
持
声
価
」（『
台
南
新
報
』
一
九
二
一・
六
・一
一
、六
面
）。

八	

註
五
参
照
。

九	

『
五
月
廿
五
日
の
紋
白
蝶
』
一
九
六
七
・
一
〇
、
博
多
余
情
社
、

一
八
九
頁
）。

一
〇	

一
九
二
〇
年
七
月
一
一
日
付
佐
藤
豊
太
郎
宛
て
春
夫
書
簡
に
よ
る

（『
定
本
佐
藤
春
夫
全
集
』
第
三
六
巻
、二
〇
〇
一・
六
、臨
川
書
店
、

三
七
～
八
頁
）。

付
記

　

調
査
中
、
貴
重
な
御
助
言
を
賜
り
ま
し
た
黃
天
橫
先
生
、
註
四
資

料
と
西
口
紫
溟
の
周
辺
資
料
に
つ
き
御
教
示
下
さ
っ
た
河
原
功
先

生
、
図
版
掲
載
を
お
認
め
下
さ
っ
た
国
立
国
会
図
書
館
に
篤
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費22720078

の
助
成
を
受

け
た
も
の
で
す
。

（
こ
う
の　

た
つ
や
・
実
践
女
子
大
学
准
教
授
）


